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広報

新春恒例の消防出初式が1月8日行われま

した。

火災や天災などでの出動と違い、今日は緊

張の中にも笑顔がこぼれます。

キ リッとした市中行進や分列行進、 そして、

斉放水演習。

そこには、 頼そうしく て雄々しい姿かありま

した。
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ー
成
人
お
め
で
と
う

l

指
た
d
町

一
社
会
人
と
し
て
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
が

1
月
日
日
、
市
民
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
c

今
回
は
、

9
9
1人
(
男
5
1
0人
、
女
4
8
1人
)
が
成
人
の

仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
c

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
熱
い
期
待
が
こ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
若
い
情
熱
で
す
ば
ら
し
い
人
生
、
す
ば
ら
し
い
次
代
の
先
駆

者
と
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
c

新
成
人
の
中
か
ら

8
人
の
巧
仁
、
決
意
な
ど
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

一
日
一
目
を
悔
い
の

残
ら
ぬ
よ
う
に

林
田
広
一
部
さ
ん

(久
原
1
丁
目
・学
生
)

チ失
ヤ敗
レを
ン恐
ジれ
精1=
神
で

.岡阿-
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一
楽
史
佳
さ
ん

(
福
重
町
・学
生
)

希望に満ちた若い情熱が
(治 ・市民会館)

新しい門出を祝って行われた成人式。
会場に充満しています。

式
で
は
、
林
田
広
一
郎
さ
ん
(
久
原

1
丁
目
)
と

一
楽
史
佳
さ
ん

(
福
重
町
)

が
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
決
意

・
抱

負
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
c

大人の仲間入 りをするということは、 1人

の人間として社会的 ・法律的にも権利が与え

られる反面、責任が伴ってく る。

また、激動の現代社会において、多く の困

難や不安が待ち受けていると思います。その

中で、自分を見失うことなくこれを乗り越え

ていく事が、これからの人生を歩む力となる。

21世紀を創造していく一員として、一日一

日を悔いの残らぬよ う生きたい。

「成人式」を迎え、やっと大人の仲間入り

の実感と責任の重大さを感じています。

また、この先失敗や困難にぶつかると思い

ますが、「失敗は成功のもと」何事にも挑戦し

てみるチャレンジ精神をもつことが大切。そ

して、自覚と責任ある行動で、 道はおのずと

開けてくるのでは。

新しい一歩c それは、

堂々たる一歩です。

自らの意志をもった

入
金量

、，、

未
熟
な
宝
石
か
ら

本
物
の
宝
石
に

鎌田有子さん
(久原2丁目 ・学生)

成
人
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
は
自

覚
を
持

っ
て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
責
任
を
感
じ
て
い
ま

す
。私
は
、
自
ら
看
護
者
と
し
て
の

道
を
選
び
、
現
在
そ
の
道
を
歩
ん

で
い
る
わ
け
で
す
が
、
大
人
と
し

て
も
ま
だ
ま
だ
未
熱
者
で
、
学
ぶ

事
も
多
く
、
今
ま
で
以
上
に
自
分

自
身
の
行
動
に
は
責
任
を
持
ち
、

よ
り
よ
い
看
護
を
行
っ
て
い
け
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
つ

こ
れ
か
ら
の
時
代
を

私
た
ち
の
手
でt() 

村川圭介さん
(西乾馬場町・公務員)

子
供
の
時
は
、
早
く
大
人
に
な

り
た
か
っ
た
も
の
だ
。
今
ま
で
の

私
は
、
卵
の
殻
で
大
事
に
育
て
ら

れ
た
様
な
も
の
だ
っ
た
。

今
、
こ
の
成
人
と
い
う
ひ
と
つ

の
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
思

う
こ
と
は
、
社
会
人
の
一
人
と
し

て
、
今
ま
で
の
自
分
を
見
直
し
て

一一一一一一¥

マ
レ
ー
シ
ア
の

変
換
留
学
生

王
さ
ん
も
参
加

成
人
式
に
参
加
し
た
、
交
換

留
学
生
の
王
晶
晶
さ
ん

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
だ
未
熟

な
宝
石
の
原
石
か
ら
、
本
物
の
宝

石
へ
と
輝
い

て
い
き
た
い。

一
つ
ひ
と
つ
を

考
え
な
が
ら

松村実砂希さん
(富の原 1丁目 ・公務員)

今
度
成
人
を
迎
え
た
こ
と
は
、

早
く
も
な
く
、
遅
く
も
な
い
、
い

い
時
期
に
迎
え
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
振
り

か
え
っ
て
み
る
と
、
ま
だ
未
成
年

だ
か
ら
、
若
い
か
ら
、
と
い
う
理

由
を
つ
か
つ
て
、
仕
事
や
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
面
に
お
い
て
も
、
た
く

〈

行
動
に
責
任
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
私
た
ち
の
手
で
作
っ
て

い
け
る
よ
う
に
、
大
入
社
会
へ
と

大
き
く
は
ば
た
い
て
い
き
た
い。

痛
み
や
苦
し
み
を

ス
テ
ッ
プ
に

杉島圭子さん
(松並 1丁目 ・学生)

成
人
式
を
迎
え
、
責
任
を
持
つ

こ
と
の
重
大
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
て
い
ま
す
。

世
間
知
ら
ず
で
、

一
人
で
は
何

大村ライオンズクラブ(野沢武幸会長) の交

換留学生として大村を訪れている、マレーシア・

クアラノレンプーノレの王晶品さんも現在20歳。

日本の成人式を体験したいと参加。

王さんは l祖国ではこんな行事は無く、

ての体験。厳粛な式典に好感が持てたし、

しました。今日参加できて本当に嬉しい」

慨無量の様子でした。

着物姿がとてもお似合いですね。

め

鳴

感

初

共

と

さ
ん
の
甘
え
が
あ
っ
た
よ
う
に
思

え
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
し
て
、

一
つ
ひ

と
つ
を
考
え
な
が
ら
、
成
人
と
し

て
恥
じ
な
い
行
動
を
と
り
た
い
。

大
人
へ
の
第
一
歩北里朝美さん

(諏訪2丁目・事務員)

『
成
人
式
』
大
人
へ
の
初
め
の

第
一
歩
。

こ
れ
か
ら
先
、
色
々
な
困
難
に

ぶ
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

一
つ
ひ
と
つ
の
事
に
責
任
の
持
て

る
、
そ
し
て
、
自
分
の
事
ば
か
り

で
な
く
、
周
囲
の
人
々
へ
の
気
配

り
を
忘
れ
な
い
大
人
に
な
り
た
い
。

そ
の
為
に
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
の
社
会
勉
強
を
し
、
経
験
を

積
み
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
職
場
で
は
先
輩
方
を
、

家
庭
で
は
両
親
や
知
人
を
参
考
に

も
で
き
な
い
私
で
す
。
こ
れ
か
ら

先
、
幾
つ
も
の
困
難
に
ぶ
つ
か
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の

痛
み
や
、
苦
し
さ
を
ス
テ

ッ
プ
に
、

責
任
と
自
信
の
も
て
る
人
聞
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
人
と
の
出
会
い
か

ら
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
今
後
も
、
ど
ん
な
出

会
い
が
あ
る
の
か
と
て
も
楽
し
み

で
す
。

社
会
の
一
員
と
し
て

責
任
を
も
っ
て

山口さっきさん
(岩松町 ・学生)

初
歳
に
な
り
、
ま
た
今
年
卒
業

を
迎
え
、
つ
い
に
社
会
人

一
年
生

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
学
生
と
し
て
、
両
親
、

ま
た
、
ほ
か
の
方
々
に
お
世
話
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任

を
持
っ
て
行
動
し
、
少
し
で
も
周

囲
の
方
々
の
力
に
な
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
点
も
多
く
、

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と

思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導

を
お
願
い
し
ま
す
。

2 

d冶h

c( 

し
て
、
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

責
任
あ
る
行
動
を小林博子さん

(久原2丁目 ・学生)

ま
だ
ま
だ
自
分
で
は
子
ど
も
の

つ
も
り
で
い
た
の
が
、
い
つ
の
ま

に
か
成
人
式
を
迎
え
る
年
齢
と
な

り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
両
親
の
も
と
で
温

か
く
育
ん
で
い
た
だ
き
、
世
の
中

の
風
雨
も
知
ら
ず
に
成
長
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
一
人
の

人
間
と
し
て
、
責
任
あ
る
行
動
を

と
り
、
自
ら
が
自
分
を
高
め
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
と
不
安

で
す
。
し
か
し
、

将
来
の
夢
で
あ
っ
た

職
業
に
就
く
た
め
に
も
日
々
努
力

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

自
覚
と

責
任
を
も
っ
て

今
回
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
が
、

子
供
の
こ
ろ
考
え
て
い
た
「
初
歳
」

は
大
人
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
自
分
が
そ
の
年

齢
に
な
っ
て
み
る
と

「こ
ん
な
も

の
か
」

と
思
う
の
が
現
状
で
す
。

今
ま
で
却
年
問
、
す
べ
て
の
面

に
お
い
て
両
親
が
面
倒
を
見
て
く

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
一
人

の
大
人
と
し
て
、
し
っ
か
り
し
た

自
覚
の
も
と
に
自
分
の
行
っ
た
事

に
は
責
任
を
持
ち
、
成
人
と
し
て

恥
じ
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ひさしぶりの再会に胸も踊ります。
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決
意
新
た
に

消
防
出
初
式

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
1
月
8
日
、
ボ

ー
ト
場
駐
車
場
で
の
式
典
を
皮
切
り
に
、
分
列

行
進
、
放
水
演
習
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
永
年
勤
続
団
員
や
一
般
協
力
者
、

無
火
災
分
固
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
中
行
進
や
分
列
行
進
に
は
、
消
防
団
(
日

個
分
団
)
、
消
防
署
、
自
衛
消
防
隊
そ
れ
に
消
防

車
な
ど
、
総
勢
約
7
1
0
人
、
辺
台
が
参
加
、

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
や
道
行
く
人
々
の
声
援
を
受

け
さ
っ
そ
う
と
行
進
。

最
後
は
、
大
上
戸
川
で
行
わ
れ
た
、
全
消
防

分
団
に
よ
る
一

斉
放
水
演
習
。
ホ
ー
ス
を
手
に
、

「
今
年
は
火
災
が
発
生
し
ま
せ
ん
よ
う
に
」

と

消防団や消防署、自衛消防隊そして、消防車など

総勢710人、32台が参加した分列行進
(元 ・西三城町通り)

祈
り
つ
つ
、
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。な
お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

県
知
事
表
彰

(
永
年
勤
続
功
労
章
)

市
長
表
彰

(
お
年
勤
続
章
)

長
田
俊
宜
、
皆
山
邦
夫
、
南
初
吉

県
消
防
協
会
長
表
彰

(
初
年
精
続
章
)

市
長
表
彰

(
初
年
勤
続
章
)

高
見
虞
治
、
松
添
正
徳
、
坂
本
辰
雄

県
消
防
協
会
長
表
彰

(
特
別
有
功
章
)

一
瀬
静
雄
、
溝
道
忠

一
、
山
口
義
弘
、
藤
崎
健

一
、
中
山
勝
征
、
森
勝
美
、
中
田
征
生
、
山
下

博
行
、
漬
田
安
彦
、
山
下
俊
忠
、
田
川
澄
博
、

樫
田
紀
雄
、
山
本
豊

一
郎
、
松
尾
宏
規

(
有
功
章
)

中
部
利
夫
、
輿
崎
進
一
郎
、
富
浦
春
男
、
清
水

澄
治
、
長
輿
隆
、
井
手
朗
、
池
田
重
利
、一

瀬

晃
、
稲
田
喜
男
、
西
嘉
一
、
秋
津
賓
、
松
本
健

治
、
南
隆
義
、
喜
多
明
、
中
村
幸
男
、
梅
崎
春

生
、
開
正
則
、
大
塚
隆
之
、
吉
村
嘉
則
、
金
井

一
義
、
児
玉
賢
治
、
木
村
長
守
、
山
口
数
義
、

浦
山
初
夫
、
朝
長
嘉
裕
、
藤
川
正
明
、
岩
本
初

雄
、
松
内
輝
義
、
池
水
重
治
、
音
琴
宏
之
、
永

野
喜

一

(
却
年
精
続
章
)

松
尾
正
人
、
沖
田
博
行
、
古
瀬
博
樹
、
田
添
利

弘
、
田
川
澄
博
、
指
方
義
信
、
音
琴
健
治
、
楼

田
繁
信
、
福
田
一
郎
、
浦
山
初
夫
、
児
玉
賢
治
、

西
村
康
男
、
井
手
末
広
、
開
正
則
、
池
水
重
治

松
内
輝
義
、
音
琴
宏
之
、
永
野
喜
一

市
長
表
彰

(
刊
年
勤
続
章
)

渡
海
博

(
百
年
勤
続
章
)

森
永
悟
、
西
岡
喜
代
美
、
輿
崎
進

一
郎
、
富
浦

春
男
、
清
水
澄
治
、
長
輿
隆
、
稲
田
喜
男
、
西

嘉
一
、
秋
津
賓
、
松
本
健
治
、
南
隆
義
、
喜
多

明
、
中
村
幸
男
、
梅
崎
春
生
、
大
塚
隆
之
、
吉

村
嘉
則
、
金
井
一
義
、
田
中
孝
、
岡
山
政
弘
、

車両部隊

山
本
英
樹
、
岩
崎
久
幸
、
赤
田
悟
、
馬
場
重
雄
、

山
川
秋
信
、
山
口
義
晴
、
岩
坂
俊
雄
、
高
木
通

孝
、
今
道
文
光
、
渡
辺
薫

(
一
般
協
力
者
に
対
す
る
感
謝
状
)

第
5
分
団
元
後
援
会
長
奥
村
増
一

第
6
分
団
元
後
援
会
長
田
中
茂

第
日
分
団
元
後
援
会
長
有
川
政
幸

(
無
火
災
分
団
)

第
2
分
団
、
第
8
分
団
、
第
9
分
団
、
第
叩
分

団
、
第
日
分
団

消
防
団
長
表
彰

(
優
良
分
団
)

第
8
分
団

日
退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状

H

吉
松
徹
郎
、
藤
本
福
見
、
黒
川
征
治
、
石
崎
昭

市
、
山
内
征
年
、
三
根
増
美
、
辻
正
孝
、
山
根

文
隆
、
植
田
敏
幸
、
樋
口
賢
造
、
原
口
忠
則
、

山
田
勉
、

贋
瀬
政
和
、
田
川
守
、
有
川
信
行
、

富
永
義
昭
、
中
尾
雅
春
、
井
手
利
春
、
松
尾
一

彦
、
岩
下
栄
、
井
石
茂
勝
、
中
原
漸
、
豊
竹
一

博
、
山
本
正
則
、
田
添
二
三
生
、
早
瀬
重
光
、

田
中
英
春
、
宮
田
光
男
、
林
田
茂
春
、
高
瀬
嘉

博
、
中
山
初
男
、
川
口
雅
克
、
藤
本
尚
孝
、
松

岡
正
美
、

三
弦
谷
清
紹
、
酒
井
正
春

消防団(15個分団)による一斉放水演習
(大上戸川)
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aDI 内トッヌの人
=平成2年国勢調査結果=

平成2年10月 1日実施した国勢調査の結果、 大村

市の人口!耳、 7万 3，437人で、 前回(昭和60年〉に
比べ3，965人 (5.7%)増えました。 これは県内で最

高の人口増加数です。

広報おおむら平成3年 2月号

(単位 :人)

jイl立頂
土首 力日 減 少 平成2年国勢調査地区別人口 (単位 :人)

市町村名 増加数 市町村名 減少数 地区別 男 女 言十 前回との比較

1 大村市 3，965 佐世保市 ム5，940 西 大 キナ 13，050 13，738 26，788 1，729 

2 長与町 2，745 長崎市 ム4，767 大 本ず 9，296 11，180 20，476 791 

3 諌早市 2，302 高 島町 ム4，667 竹 松 6，828 7，085 13，913 998 
4 多良見町 2，260 外海町 ム2，376

ネ高 重 1，479 1，611 3，090 152 
5 時津町 1，690 平戸市 ム1，552

~\ 1 2，583 105 
6 三和町 1，009 福江市 ム1，237

田 1，205 1，378 

7 琴海町 310 島原市 61，233 キ公 原 1，163 1，313 2，476 ム87

8 深江町 280 小浜町 ム1，144 1甫 1，035 1，106 2，141 299 

森山町 195 大島町 ム1，049 萱 i頼 976 994 1，970 ム22

愛野町 56 上玉島町 ム1，048 キ念 数 35，032 38，405 I 73，437 3，965 

人口増減数の大きな市町村

自由と平和の
尊厳に関する長崎県宣言

新

聞

の

購
読
販
売

~核兵器の廃絶を願って~

り
、
こ
の
成
果
を
誇
り
と
し
、

世

界
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

る
も
の
で
あ
る
。

今
日
、
世
界
は
、
不
信
と
対
決

の
時
代
か
ら
、
対
話
と
協
調
の
時

代
へ
と
転
換
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
、
私
た
ち
は
、
全
人
類

の
自
由
と
幸
福
並
び
に
世
界
の
恒

久
平
和
の
実
現
を
め
ざ
す
た
め
、

国
の
堅
持
す
る
非
核
三
原
則
の
も

と
に
核
兵
器
の
一
日
も
早
い
廃
絶

を
願
い
、
「自
由
と
平
和
の
尊
厳
に

関
す
る
長
崎
県
宣
言
」
を
行
う
。

平
成
2
年
ロ
月
打
日

長

崎

県

こ
の
宣
言
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
一恒
久
平
和
の
実
現
を
め

ざ
す
被
爆
県
民
と
し
て
の
理
念
を
表
明
し
、
努
力
す
る
こ
と
を
宣
言

し
た
も
の
で、

昨
年
吃
月
行
日
の
定
例
県
議
会
で
、
議
決

・
決
定
さ

れ
ま
し
た
c

新
聞
の
購
読
者
獲
得
の
た
め
、

勧
誘
員
が
各
家
庭
を
訪
れ
ま
す
が
、

勧
誘
の
際
、
新
開
業
公
正
競
争
規

約
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
規
制
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
新
聞
購
読
契
約
に
際
し
、
景
品

や
招
待
券
な
ど
を
提
供
す
る
こ
と

の
禁
止
。

②
無
代
紙
や
値
引
き
を
条
件
と
す

る
勧
誘
の
禁
止
。

③
う
そ
の
説
明
、
脅
か
し
ゃ
迷
惑

に
な
る
行
為
の
禁
止
。

子
孫
に
美
し
く
豊
か
な
地
球
を

引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
今
を
生
き
る

私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ

る
。し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
世
界
は
、

今
な
お
戦
乱
、
飢
餓
、
地
球
的
規

模
で
進
む
環
境
汚
染
な
ど
多
く
の

課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

殊
に
、
被
爆
体
験
を
も
っ
私
た

ち
長
崎
県
民
は
、
人
類
を
破
滅
さ

せ
て
余
り
あ
る
核
兵
器
の
存
在
に

重
大
な
関
心
を
有
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
、

自
由
で
平
和
な
社

会
を
実
現
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

-===-
E ・5・・・

-

~冒

一
・・ r'.ii 二.
oヨ
ー

… 一

一

一

一一
一

④
勧
誘
員
は
、
ネ
1
ム
プ
レ
ー
ト

を
胸
に
つ
け
、
販
売
庖
発
行
の
「
新

聞
購
読
勧
誘
依
頼
証
明
書」

を

持
っ
て
い
る
こ
と
。

⑤
契
約
後
8
日
間
は
ク

1
リ
ン
グ

オ
フ
が
で
き
る
。

新
聞
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

新
聞
公
正
取
引
協
議
会
長
崎
県
支

部
(
長
崎
市
坂
本
町
サ
ン
コ
ウ
ビ

ル
4
階

8
0
9
5
8
⑮
7
0
2

0
)
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V 市政への積極的参加
(~・清掃センターほか〉

西大村地豆町内会長会(中井政次会長・47
人〉は1月11日、ミ二市政懇談会(仮称〉を
聞きました。

テーマを絞り前向きに行政に参加しようと

始められたちので、今回が1回目。

最初のテ マは、ゴミ問題。参加し疋35人
の町内会長は、まず現場をと清掃センタ一、

陰平町の一般廃棄物最終処分場を視察。その

後中地区公民館で市担当者と懇談、 研修を行

いました。企ハイテクパーク造成工事着工
(~ ・ 池田 2 丁目〉

士業団地である大村ハイテクパ クの第2、
第3工区造成工事に係る起工式が1月14目、
池田2丁目の現地で行われました。
式には、松本市長をはじめ、吉川市議会議

長など関係者約50人が出席し、工事期間中の

安全を祈願しました。

今回の造成工事E積は8ヘクターjレ。今年
6月完成の予定で、企業誘鼓にますますの担
車がかかります。

11iui1115、i
10てあ心なま保渉ム
年おる再とごし交わて再

害り、盟事、RE空襲 協
白夕、 4事者式員ま事 定
議心 4業約に長り業 調

253i:iA12Z2 
2i:FIl;町、
平琶ら 松定とにへ

:;:盟主2
T10周年を迎えた萱瀬新春駅伝
地区民の俸育振興や青少年健全育成、親交

を深める第10回萱j頼新春駅伝記念大会が、 1
月13日行われました。
駅伝は、董瀬住民センターをスタートに7
区間、 11チ-b，が参加。 また、 10周年を記念
した子供マラソン大会ち行われました。

企「火の用I~\j 呼びかけ13年
o長・親和会公民館前〉

「火の用IG¥・0・j 杭出津3区(西山俊行会
長〉、司4区(江崎隆会長〉では、ここ13年間、
両町内合同による年末夜間巡視で防火を呼び

かけています。

子供会や壮年部の皆さんたちの巡回が終わ

ると、婦人会や婦人防火クラブのお母さんた

ちが作った温かいうどんが待っており、両町

内総ぐるみの運動です。

私たちち、年末に隈らず常に防火への認識

を高めたいものですね。
中
学
生
か
ら

一
般
ま
で
、
矢
口
町
内
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
健
脚
を
競
っ
た
駅
伝
大
会

(ν
川
・
菅
一
瀬
住
民
セ
ン
タ
ー
周
辺
)

成

績

①

宮

代

②

荒

瀬

A
③

北

川
内

一斗
曹

-6-

叩
周
年
を
記
念
し
、

小
学
生

か
ら
中
学
生
ま
で

1
3
6人

が
参
加
し
た
子
供
マ
ラ
ソ
ン

大
会

(
V
ヤ
雷
一
瀬
中
周
辺
)



市
議
会
議
員
選
挙
お
よ
び
市
長
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

場日
所時

2
月
8
日
働
午
後
4
1

時
初
八
刀
よ
り

市
役
所
大
会
議
室

4
月
幻
日
執
行
予
定
の
市
議
会

議
員
選
挙
お
よ
び
市
長
選
挙
に
立

候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
、
ま

た
、
そ
の
関
係
者
を
対
象
に
選
挙

に
関
す
る
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
1
人
に
つ
き
、

広報おおむら平成3年 2月号

~\/一\.~\/\

?盟頃か奇心がけ
v eeれ~~t.

出
納
責
任
者
予
定
者
を
含
め
て
3

人
以
内
の
範
囲
で
、
必
ず
出
席
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
立
候
補
届
、
候
補
者
の

手
引
き
な
ど
の
関
係
書
類
を
当
日

お
渡
し
し
ま
す
。

寄
付
禁
庄
の
強
化

公
職
の
候
補
者
、
公
職
の
候
補

者
と
な
ろ
う
と
す
る
人
、
お
よ
び

現
在
公
職
に
あ
る
人
は
、
自
分
の

選
挙
区
内
の
人
々
に
対
し
ど
の
よ

う
な
名
目
で
あ
っ
て
も
寄
付
を
し

て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
違
反
し
た
人
に
つ
い
て
は

罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
自
ら
出
席
す
る
結
婚

披
露
宴
に
関
す
る
祝
儀
の
供
与
、

な
ら
び
に
葬
式
に
関
す
る
香
典
の

供
与
に
つ
い
て
は
除
外
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、
な
に
び
と
も
公
職
の
候

補
者
(
当
該
選
挙
区
内
に
あ
る
人
)

等
に
対
し
て
、
寄
付
を
す
る
よ
う

勧
誘
し
た
り
、
要
求
し
て
は
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

候補者・運動員~\携

「地方選挙早わかり」をあっせん

地方選挙に関する事項を詳し く掲載して

います。

あっせん価格 1，300円
申し込み選挙管理委員会

こ
れ
に
違
反
し
て
、
威
迫
し
た

り
当
選
ま
た
は
被
選
挙
権
を
失
わ

せ
る
目
的
を
も
っ
て
な
さ
れ
る
と

罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の

ωω
は
除
き
ま

す。ω政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
も
し

く
は
そ
の
支
部
、
ま
た
は
、
公
職

の
候
補
者
な
ど
の
親
族
に
対
す
る

場
合ω公
職
の
候
補
者
な
ど
の
政
治
教

育
集
会
に
関
し
、
必
要
や
む
を
得

な
い
実
費
の
補
償
と
し
て
す
る
場

合
た
だ
し
、
食
事
に
つ
い
て
の
実

費
の
補
償
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

電ョ面ーーーーーー・

受取け求めな贈なら な

い

~除

τ" 
年

市
民れ
変.. ‘ 
塑に

毎
年
、
多
数
の
交
通
事
故
に
よ

る
犠
牲
者
が
で
て
お
り
、
昨
年
は
、

大
村
市
で
も
9
人
も
の
人
が
亡
く

な
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
に
よ
る
自
損
事

故
な
ど
、
数
字
に
表
わ
れ
な
い
事

故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
様
な
事
故
は
、
皆
さ

ん
の
周
り
で
日
常
的
に
起
き
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
民
交
通
傷
害
保
険
の
保
険
金

請
求
の
内
容
を
見
ま
す
と
、
前
記

の
よ
う
な
小
さ
な
事
故
も
多
数
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
市
民

交
通
傷
害
保
険
は
、
た
い
へ
ん
身

近
な
保
険
と
い
え
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
加
入
を
お
勧

掛金も安<、加入や保険金

請求の手続きも簡単

め
し
ま
す
。
ご
家
族
、
職
場
ぐ
る

み
で
ど
う
ぞ
。

加
入
で
き
る
人

市
内
に
住
所
の

あ
る
人
は
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
。
ま
た
、
市
外
の
人
で
も
大

村
市
内
に
通
勤

・
通
学
し
て
い
る

人
は
加
入
で
き
ま
す
。

掛
金

年
額
4
8
0
円
(
一
口
)

で
l
人
二
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

年
度
の
途
中
で
加
入
す
る
人
は
月

割

ω円
で
す
。

申
込
期
間

平
成
3
年
度
分
を
3

月
1
日
よ
り
受
付
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、

1
年
中
い
つ
で
も
加
入
で

き
ま
す
の
で
、
団
体
加
入
や
年
度

初
め
に
加
入
で
き
な
か
っ
た
人
も
、

い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
加
入
く
だ

保
険

さ
い
。

保
険
期
間
・

3
月
1
日
か
ら
4

月
1
日
ま
で
に
申
し
込
ま
れ
た
人

は、

4
月
1
日
か
ら
翌
年
3
月
白

日
ま
で
。
-
4
月
2
日
以
降
申
し

込
み
を
さ
れ
た
人
は
、
申
し
込
み

の
日
か
ら
3
月
況
日
ま
で

申
込
方
法

申
込
用
紙
を
町
内
会

を
通
じ
て
各
家
庭
に
お
届
け
し
ま

す
。
町
内
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
る

場
合
は
町
内
会
に
、
個
人
で
の
申

し
込
み
は
、
市
役
所
総
務
課
ま
た

は
各
出
張
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

保
険
金
の
額

け
が
の
程
度
に
よ

り
一
口
に
つ
き
、

5
0
0
0
円
か

ら
1
0
0
万
円
ま
で
。

た
だ
し
、
医
師
の
治
療
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

保
険
金
の
対
象
と
な
る
事
故

道
路
上
に
お
い
て
、
自
動
車

・

バ
イ
ク

・
自
転
車

・
車
椅
子
な
ど

の
運
行
に
よ
る
事
故
で
あ
れ
ば
、

日
本
国
内
の
ど
こ
で
起
き
た
事
故

で
も
保
険
金
の
請
求
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
航
空
機

・
船
舶
な
ど
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
交
通
防
犯

係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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ま苛."

①いま活動しているクラブ

-サクル名

②入会いた動機など

③現在の活動状況など

④今後の抱負など

内容

広報おおむら平成3年 2月号

国
股
聞
な
ベ

、清
刊
の

橋
渡
し
を

岡
田
栄
一
さ
ん

(
沌
歳

・
武
部
町
)
会
社
役
員

向
野
た
け
子
さ
ん

(
必
歳
・
玖
島
2
丁
目
)
主
婦

①
日
中
交
流
研
究
会

②
日
中
交
流
研
究
会
が
発
足
し
た
の
は
3
年
前
。

上
海
市
上
海
県
の
、
ミ
カ
ン
栽
培
の
研
究
に
熱

心
な
人
た
ち
が
、
接
ぎ
木
や
ハ
ウ
ス
栽
培
な
ど
、

農
業
の
研
修
に
と
大
村
を
訪
れ
た
の
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
技
術
提
携
や
親
善
交
流
な
ど
の
橋

渡
し
を
し
よ
う
と
初
め
ま
し
た
。

③
知
識
向
上
を
目
指
し
、
中
国
語
短
期
学
習
班

を
設
け
、
中
国
の
大
学
で
の
中
国
語
の
勉
強
や

実
地
研
修
を
受
け
た
り
、
視
察
な
ど
も
技
術
者

や
関
係
者
な
ど
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
面
か
ら
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
5
月
に
は
、
上
海
市
前
衛
農
場
と
「
日

中
友
好
ミ
カ
ン
園
」
に
つ
い
て
調
印
式
を
行
い

ま
し
た
。
工
業
面
で
も
技
術
提
携
な
ど
の
交
流

が
始
ま
り
、
実
現
化
の
目
途
が
つ

い
た
。

こ
の
外
、
酪
農
や
漬
け
物
、
花
、
そ
れ
と
、

音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
文
化
交
流
の
お
手
伝

い
も
し
て
い
ま
す
。

岡
田
さ
ん
は
、

旧
満
州
で
育
ち
、
終
戦
後
帰

国
。
中
国
語
も
マ
ス
タ
ー
さ
れ
て
い
る
関
係
も

あ
り
、
叩
年
ほ
ど
前
よ
り
日
中
親
善
協
会
に
も

所
属
、
通
訳
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
近
年
、
ま
す
ま
す
国
際
交
流
が
盛
ん
に
な
っ

て
き
た
。
市
で
も、

大
村
市
国
際
交
流
協
会
が

①
自
然
を
守
る
・
牛
乳
パ
ッ
ク
・リ
サ
イ
ク
ル
の
会

②
環
境
や
食
生
活
な
ど
の
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
人
た
ち
と
集
ま
り
話
す
中
で
、
豊
か
さ
、

便
利
さ
の
現
代
社
会
の
中
で
、
使
い
捨
て
の

生
活
へ
の
疑
問
な
ど
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
身
近
な
事
で
何
か
出
来
な
い
か
と
目
に

つ
い
た
の
が
牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
、

回
収
し
再
利
用
す
れ
ば
森
林
資
源
の
節
約
に
つ

な
が
る
と
、
昨
年
日
月、

7
人
の
メ
ン
バ
ー
で

発
足
し
ま
し
た
。

③
発
足
後
、
市
コ
ミ
セ
ン
に
回
収
箱
を
設
け
さ

-
号
か
ぷ
U

し
家
族

私
の
家
族
は

8
人
家
族
で
、
弟

と
妹
が
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
父
さ
ん
は
¥

工
務
巴
の
仕
事
を
し
て
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
は
つ
と
め
て
い
ま
す

が
¥
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
家
に
い
て
、
畑
仕
事

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
い

っ
し
ょ
に
い
る
と
、

楽
し
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
3

こ
れ
か

ら
ち
、
病
気
な
ど
し
な
い
よ
う
に

し
て
、
元
気
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

(
あ
ゆ
み
)
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キ教室こんなグループえー
知ってる? ノ十一

視聴覚ライフゃラリー

市民映画会
2月9日(土)、午後2時---3時
西大村コミセン入場無料

くフィルム名〉

金のがちょう (アニメーション25分〉
てんまのとらやん(人形劇17分〉
ナイチンゲール物語(アニメーション20分)

設
立
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
少
し
で
も
お

役
に
た
で
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

川
口
雅
克
さ
ん

(お
歳

・
弥
勅
寺
町
)
農
業

①
善
意
の
献
血
活
動

②
四
歳
の
と
き
、
入
院
の
知
人
に
血
を
分
け
て

あ
げ
た
の
が
最
初
。
献
血
活
動
を
始
め
た
の

せ
て
も
ら
い
、

牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。
最
初
の
1
か
月
位
は
ほ
と
ん
ど
集
ま

ら
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
日
に
日
に
関
心
が
高

ま
り
、

持
っ
て
来
て
く
れ
る
方
が
増
え
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
生
協
に
お
願
い

し
製
紙
会
社
へ
運
搬
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
外
、

割
パ
シ
は
使
わ
な
い
よ
う
に
と
、

外
出
時
な
ど
は

ハ
シ
箱
を
持
ち
歩
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
問
題
で
大
村
湾
汚
染
が
叫
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
家
庭
の
廃
油
を
利

用
し
て
作
っ
た
石
け
ん
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

ケ
ー
キ
の
材
料
は
粉
と
、
卵
、
砂
糖
。
ケ
l

は
お
歳
に
な
っ
て
か
ら
で
、
母
が
入
院
し
て
い

た
病
院
に
献
血
車
が
来
て
い
た
の
が
き
っ
か
け
。

③

一
番
最
初
の
時
、
採
血
さ
れ
る
の
を
見
て
い

て
貧
血
を
起
こ
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
今
で
は
、

弱
か
っ
た
体
も
丈
夫
に
な
り
体
格
も
良
く
な
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
献
血
と
無
縁
で
は
な
い
よ

う
に
思
え
る
。
最
近
は
、
今
盛
ん
に
叫
ば
れ
て

い
る
成
分
献
血
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

成
分
献
血
は
、
血
し
ょ
う
と
血
小
板
の
必
要

な
成
分
の
み
を
採
血
し
、
残
り
の
血
は
戻
さ
れ

る
た
め
、
回
復
も
早
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
成
分
献
血
は
、
大
村
で
は
出
来

な
い
た
め
、
佐
世
保
ま
で
行
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
が
難
点
だ
が
、
今
、
献
血
車
に
塔
載
す

る
よ
う
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

川
口
さ
ん
は
、
「
少
し
で
も
人
の
た
め
に
な

れ
る
な
ら
」
と
始
め
た
献
血
活
動
。
現
在
ま
で

1
3
3
回
の
献
血
を
行
っ
て
お
ら
れ
、
大
村
市

で
は
ト
ッ
プ
。

④
献
血
で
多
く
の
人
が
救
わ
れ
て
い
る
と
思
え

ば
苦
に
は
な
ら
な
い
し
、
今
後
も
、
元
気
な
限

り
続
け
た
い。

ま
た
、
時
々
は
子
供
も
連
れ
て
行
き
見
学
さ

せ
て
い
る
。
人
の
た
め
に
役
立
つ
心
を
養
っ
て

く
れ
れ
ば
と
願
い
つ
つ
:
・。

-8-

④
現
状
で
は
、
こ
の
牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク

ル
は
コ
ス
ト
高
な
ん
で
す
が
、
「
私
た
ち
の
地
球

は
:
・子
供
た
ち
の
将
来
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
」
と
考
え
た
と
き
、

限
り
あ
る
資
源
を

大
切
に
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

他
市
で
は
、
回
収
箱
な
ど
、
市
の
方
で
設
置

さ
れ
て
い
る
所
も
あ
り
、
今
後
の
行
政
サ
イ
ド

の
協
力
も
お
願
い
し
た
い
し
、
ま
た
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
で
、
点
が
線
に
、
線
が
面
に
と

い
う
ふ
う
に
拡
大
し
て
い
け
た
ら
と
願
っ
て
い

ま
す
。

キ
屋
さ
ん
だ
っ
て
同
じ
材
料
を
使
っ
て
い
る
の

に
、
ど
う
し
て
う
ま
く
焼
け
な
い
の
だ
ろ
う
つ

失
敗
の
原
因
さ
え
分
か
ら
な
い
私
た
ち
に
、

知
識
を
教
え
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
中
で
の

麿
中
恵
子
先
生
と
の
出
会
い
。

先
生
は
、
今
の
子
供
た
ち
を
み
る
と
原
因
の

分
か
ら
な
い
病
気
が
多

い。

そ
ん
な
中
で
、
添

加
物
の
入
ら
な
い
、

安
心
で
自
分
で
出
来
る
ケ

ー
キ
作
り
、
そ
し
て
何
よ
り
も
母
親
の
味

・
母

親
の
温
か
さ
を
子
供
た
ち
に
・
:
と
、
熱
心
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
に
感
銘
し
昨
年
目
月
、
中
地
区
公
民
館

で
ケ
i
キ
教
室
を
結
成
。
会
員
は
口
人
で
す
。

ふ
っ
く
ら
焼
く
な
ん
て
私
た
ち
に
は
無
理
な

ん
だ
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と
大

成
功
/
テ
イ
ラ
ミ
ス
が
自
分
た
ち
で
で
き
た
時

の
感
激
。
そ
し
て
「
お
い
し
い
/
」
と
家
族
に

絶
賛
を
浴
び
た
瞬
間
、
自
分
が
自
分
で
な
い
よ

う
な
、
そ
ん
な
気
が
し
た
の
で
す
。

若
い
お
母
さ
ん
、
そ
し
て
独
身
の
方
に
も
是

非
お
勧
め
し
た
い
も
の
で
す
。

畳の手入れ
二酢を入れて=

畳についた湿ったホゴリや活れは、ぞうき

んでふさ取らなければなりません。バケツ7

分自ぐらいのお湯に酢を 1杯ほど入れ、ぞう

きんを固く絞って畳の自に沿って軽く(7)¥きま

す。酢は、畳の黄ばみを取るのに効果的です。

また、ミ力ンやレモンの皮の煮汁(約5個

分を15分ぐらい煮る〉色、漂白作用があるの

で黄ばみが取れ、ツヤち出てきます。
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原
爆
被
爆
者
の
皆
さ
ん
へ

支

被
爆
者
ま
た
は
、
被
爆
者
と
生
計
を
同

じ
く
す
る
子
供
が
就
職
す
る
場
合、

就
職

支
度
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
人

は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

被
爆
者
の
属
す
る
世
帯
が
低
所
得

(市
民
税
が
2
0
0
0
円
以
下
)
の
世
帯
で

公
共
職
業
安
定
所
を
通
じ
て
就
職
す
る
人
。

た
だ
し
、
す
で
に
受
領
し
た
こ
と
が
あ

る
人
は
除
き
ま
す
。

の支
給
金
額

。
被
爆
者
本
人

4
万
円

。
被
爆
者
の
子
供

2
万
円

申
込
方
法

2
月
お
日
同
ま
で
に
福
祉
課

へ
申
請
書
(
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
)
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

被爆者健康診断の
お知らせ

大村保健所または市福祉課

春
体
み

放
課
後

皇
童
保
育
児
童
を
ほ
し
ゅ
う

対
象

共
働
き、

父
子

・
母
子
家
庭
、
そ

の
他
の
事
情
で
昼
間
家
庭
の
保
育
に
欠
け

る
児
童

H
春
休
み
学
童
保
育
H

期
間

3
月
お
日
開

1
4
月
6
日
出

時
間

午
前
8
時

1
午
後
5
時
却
分

場
所

竹
松
幼
稚
園
保
育
室

(
竹
松
小
、

富
の
原
小
、
放
虎
原
小
校
区
)

申
し
込
み
お
よ
び
説
明
会

3
月
口
日
岡
、

午
前
日
時

1
1
時

学
童
保
育
室
に
て

問
い
合
わ
せ

大
村
学
童
保
育
父
母
の
会

に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
(
夜
間
宮
⑮

3
0
7

7
・
井
子
、
包
(⑪
2
8
6
0
・
浜
田
)

日
放
課
後
お
よ
び
、
春
・
夏

・
冬
休
み
期

間
中
の
学
童
保
育

H

期
間

春
休
み
(
、
J
1
年
間

時
開

放
課
後
下
校
時
(
)午
後
5
時
初
分

春
休
み
午
前
8
時

1
午
後
5
時
却
分

被爆者一般健康診断日程表

日 程 実施場所 対象地区

2月14日(木)福ネ止センター 西大村、萱瀬

2月15日(針 福祉センター 大村

2月18日(月)市コ ミセン 大村

2月19日(火)市コミセン 大村、三浦、鈴田

2 月 20 日 ~}() 中地区公民館 西大村

2月21日(木)竹松出張所 竹松

2月22日(針 竹松出張所 福重、松原

場

所

・

中

央
幼
稚
園
内
(
中
央
小
、
西

小、

三
城
小
校
区
)

・
大
村
幼
稚
園

(大
村
小
校
区
)

-
旭
が
丘
須
田
ノ
木
(
旭
が
丘
小
校
区
)

申
し
込
み

2
月
口
日
師
、
午
前
日
時

i
H
時

中
央
幼
稚
園
内
、

大
村
幼
稚
園
内

(旭
が

丘
も
含
む
)

説
明
会

3
月
口
日
刷
、

午
前
日
時

1
1

時。

各
ク
ラ
ブ
に
て

問
い
合
わ
せ

大
村
学
童
保
育
父
母
の
会

・
中
央
幼
稚
園
内
(
午
後
宮
⑫

3
3
3

9
・
泉
沢
)

・
大
村
幼
稚
園
内
(
夜
間
宮
⑫

1
5
0

9
・
桑
原
)

・
旭
が
丘
須
田
ノ
木

(夜
間
宮
(⑪
0
3
0

1
・
松
永
)

「一人から二人へそして・1

明自の親のための
学級(妊婦教室)を聞きます

健康子レホふサービス

月 寒さと脳出血

火 ヤケドの傷跡は治るか

水 小児のけいれん

木 難 聴

立/¥ヱ 歯の着色について

土 -巴 ，とJ玄IL 産

1
2
月

の
テ

新婚さん、妊婦さん、これから結婚され

る皆さんを苅象にした内容です。

これからおとうさんになる人の参加も歓

迎 します。

内容 母親となるJG¥得、妊婦と歯の健壊、

妊娠中の栄養のとり方、安産のための妊婦

(本;果、 子育て ・親の役割、入浴のさせアゴ実

習、女性の生き方、総本の読み聞かぜなど。

日時 2月 1臼(金)、6日(刻、 13臼(水)、20己

(水)、22日(封、 27日体)、3月5臼(火) 計7回

午後 1B寺から4時まで (2月22日は、午後

6 時30分~8時30分〉

場所 市コミセン

申込方法 電話またはハガキで中央公民館

(幸町25~33市コミセン内宮⑭3 1 61)へ
募集人員 30人 受講料 無料
主催 中央公民館 共催 環境衛生課
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型
界
選
奉
仕
員

の

市
で
は
、
ね
た
き
り
お
よ
び
虚
弱
な
老

人
の
お
ら
れ
る
家
庭
に
対
し
、
介
護
を
専

門
に
行
う
「
介
護
型
家
庭
奉
仕
員
」
を
派

遣
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
奉
仕
員
が
ご
家
庭
を
訪

問
し
、
介
護
な
ど
の
お
世
話
を
し
て
、
そ

の
家
族
の
介
護
負
担
の
軽
減
を
図
ろ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

派
遣
対
象

老
衰
、
心
身
の
障
害
お
よ
び

傷
病
な
ど
に
よ
り
、
介
護
が
必
要
な
お
お

む
ね
侃
歳
以
上
の
人
の
い
る
家
庭
で
、
派

遣
を
希
望
さ
れ
る
場
合

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

①
食
事
の
介
護
②

排
せ
つ
の
介
護

③
衣
類
着
脱
の
介
護

④
入
浴
の
介
護

⑤
身
体
の
清
拭
、
洗
髪

広報おおむら 平成 3年 2月号

⑥
通
院
な
ど
の
介
助

そ
の
ほ
か
必
要
な
身
体
介
護

派
遣
回
数

週
1
1
4
回
程
度

利
用
者
負
担
額

1
時
間
当
た
り
2
0
0

円
1
6
5
0
円
(
生
計
中
心
者
の
前
年
の

所
得
税
額
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
)

た
だ
し
、
前
年
の
所
得
税
非
課
税
世
帯

や
生
活
保
護
世
帯
(
単
給
世
帯
を
含
む
)

は
無
料
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
老
人

福
祉
係
(
宮
内
線
1
5
2
ま
た
は
1
5
8
)

家
庭
奉
仕
員

ぼ

じ

ゅ
う

資
格

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

し
、
昭
和
お
年
4
月
2
日
か
ら
お
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子
(
市
内
居
住

者
)
で
、
普
通
運
転
免
許
を
有
す
る
人

試

験

・

第
1
次
(
一
般
教
養
試
験
)

・
第
2
次
(
面
接
お
よ
び
健
康
診
断
)

応
募
方
法

所
定
の
申
込
書
(
社
会
福
祉

協
議
会
に
あ
り
ま
す
)
に
よ
り
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
期
間

2
月
1
日
幽
(
)
お
日
同

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協

議
会
(
宮
⑬
1
3
5
1
)

覚せい剤の乱用を防ごう日 程

2月19日(火)

三種混合予防接種 (2回目)
会場名

市 役 所、萱 瀬 出張 所

2
月
は

「
覚
せ
い
剤
な
ど
薬
物
事
犯

取
締
強
化
月
間
L

2月20日休)
ン

所

セ

張出田

二Z

生令

キナ大

t甫

西

2月21日(木)所張出重ネ冨松竹

2月22日(針松原出張所中地区公民館、

午後 2 時~3 時

〈覚せい剤の害悪〉

覚せい剤は、 「亡国のクス リ」と呼ばれ、次のような害悪があ ります。

|心身をむしばむ 1...常用すると3か月位で慢性中毒となり、やがて廃人へ・ー。
|凶悪犯罪や事故を起こす |ー・幻覚や妄想におびえ、あるいは覚せい剤の購

入資金を得る目的などから殺人・強盗・ 放火

そして交通事故などへ・一。

| 悲惨な家庭崩壊をま:~< 1…覚せい剤購入のため、 経済的破綻や家庭に対
する暴力で、悲惨な毎日へ

次のようなことを知ったら、すぐ110番。

O今まで元気だった人が急に顔色が悪くなりやせてきた。

O青白い顔をして自分で注射をしている。

O人に追われている、 殺される、狙われているなど、

とや被害妄想的なことを しゃべる。

O注射器とか白い粉の入った小さなどニーノレ袋や銀紙に包んだものを持つ

ている。

O腕に注射のあとがあ り、顔色も青白 くやせている。

覚せい剤 iこ| ・警察総合相談室
関する相談は (:!t <シャープ)9110またはfi0958@9110)

・大村警察署防犯課 (fi@3126)にご相談くださいc

相談者の秘密は堅く 守 りますので気軽にご相談ください。

-o 

わけのわからないこ

無
事
故
優
良
運
読
者
を

。
県
表
彰

免
許
取
得
後
、

2
月
末
現
在

で
初
年
以
上
、
初
年
以
上
で
、
市
表
彰
を

受
け
た
人
(
自
動
二
輪
免
許
以
上
)

。
市
表
彰

免
許
取
得
後
、

2
月
末
現
在

で
初
年
、
お
年
、
初
年
、
日
年
、
叩
年
以

上
の
人
(
免
許
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
)

申
請
資
格

交
通
安
全
協
会
々
員
で
、
免

許
取
得
後
、
継
続
し
て
車
両
の
運
転
に
従

事
し
、
自
己
の
責
任
に
よ
る
交
通
事
故
歴

が
過
去
日
年
以
上
な
く
、
か
っ
、
交
通
違

反
(
反
則
を
含
む
)
そ
の
他
罰
金
以
上
の

刑
に
当
た
る
犯
罪
行
為
が

2
月
末
現
在
で
、

時間

彰
じ
ま
す

過
去
5
年
以
上
な
い
人

申
請
書
提
出
期
限

2
月
ロ
日

ω

提
出
書
類

表
彰
上
申
書
、
無
事
故
無
違

反
証
明
書
(
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

発
行
の
も
の
)

た
だ
し
、

2
月
7
日
附
ま
で
に
表
彰
上

申
書
一を
交
通
安
全
協
会
に
提
出
さ
れ
た
人

に
つ
い
て
は
、
無
事
故
無
違
反
証
明
書
の

交
付
手
続
を
協
会
に
お
い
て
代
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

大
村
市
交
通
安
全
協
会

(宮
⑧
9
8
8
9
)

~1l~ 



就学欝曲費制麗をmj聞く防い
同法的干回出により就学困難

就学援助費制度は、 栓開問団山手の事 情がよく
屯童 ・生徒に対し、七

な義務教育T4月げが車な学用品や給食費など
なるまでの問、抗ナ V'-X-ド「

を援号するtt二{い基準があ りますず¥?でZ
この叩守行 ，..../5c.¥-.llJぽ再生委員、各学校まに川相
希望され令ノ¥仙甘「イプ二 1 W-l. <'ザ浮い。
育委員会庶務課八お中レ出 ¥一一

; r吉濯.~'2 .~狙1園陸 ; 
a 潔~#、，、J"I帝Uj司書.. ‘ 

j 予絢しτか内 i 
j 市内における各路線の停車地は次のとおりです。必ずi
j予約のよご利用ください。

• 0京都線、大阪線、広昌線ーいずれも「大村インタ- j ~ 

! 0熊本線ー「大村インター」、「松原」
! 0北九州線 「大村木揚」、「大村インタ-j，1松原j • 

~ 0呼子線 「大村木揚」¥「大村イ ンター」、「松原j t i問い合わせ 県営パス予約センター 判 4151〉j 

大村子ども腸 空母
r天満o¥とらゃんJ=劇団コ一口公演=
ミュージカノレでなく芝居そのものが唄であ り踊 りの

「舞踊唄芝居」、大阪の民話の中にあるバイタ リティと庶

民のエネノレギーをもっ 「天満の とらやん」 大旅行話。

日時・場所 2月13日側 、午後 6時30分-8時

市コミセ ン

会費 会員会費充当(当 日会場でも入会を受け付けます)

主催・・-大村子 ども劇場 推薦...市教育委員会

連絡先 大村子ども劇場事務局 (fi@ 70 6 3) 

一園
長
話
会
一の
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

1年間の保険料のE
平成2年 1月'""-'3月まで 8.000円X3か月二24，000円

11 4月'""-'12月まで 8，400円X9か月二75.600円

合計 99.600円

※ (寸加保険料を納めている人は、上記の額lこ4.800円

(400円X12か月〉を加算 してくださいっ

平成3年度市・県民税申告日のお知らせ
申告の時期となり ま したが、次の 日程で申告会場を設

けています。

なお、確定申告をされる方は市の申告書を提出する必

要はあ りません c

市・県民税申告日程

地 区 申 とCとコ 日 I男 E可

竹 松 2月1日.4日
竹松出 張所

(農業のない世帯〕 (金) (月)

西 大 村 2月5日.6日・ 7日
西大村出張所

(農業のない世帯) (火) (水) (木〉

大 村 2月8日・ 12日 大村市 役所

(農業のない世帯) (金) (火〉 (大会議室)

= i甫
三浦・萱瀬 2月27日(水) 萱瀬 出張所

福重・鈴田 2月28日(木〉 福重一 出張所
鈴田

キ公 原 3月1日(金) 松原出 張所

tT 松 3月1日・4日
竹松出 張所

(農業のある世帯〉 (金) (月〉

大村・西大村 3月5日.6日・ 7日 大村市役所

(農業のある世帝〉 (火) (水) (木〉 (大会議室)

受付時間午前8時30分~午後4時

-12-



広報おおむら平成3年 2月号

お
し
ら
せ

平
成

3
年
度

郷

土

史

講

演

会

委
託
業
務
関
係
の

指
名
願
申
請
を

市青年固青年祭
=若者による
若者のだめの祭典二

d岡島

外山幹夫先生
(長崎大学教授)

日
時

2
月
刊
日
刷
、
午
後
2
時

(
)
3時
初
分

場
所

福
祉
セ

ン
タ
ー

演
題

大
村
氏
と
大
村
藩

講
師

長
崎
大
学
教
授
:・
外
山
幹

夫
先
生
(
日
本
中
世
社
会
史
専
攻
)

入
場
料

無
料
(
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
)

主
催

大
村
史
談
会
、
市
教
育
委

員
会電

話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

2
月
日
日
樹
、
午
後
1
時

初
分
場
所

市
役
所
第
1
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限

即
納

持
っ
て
く
る
も
の

印
鑑
、
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数

若
干

問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
係

(
内
線
1
2
6
・
1
2
7
)

※
電
話
局
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に

完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

市
内
小
・
中
学
校

障
害
児
学
級
作
昂
展

市
内
小

・
中
学
校
特
殊
学
級
の

児
童
生
徒
が
、
日
頃
の
学
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

多
く
の
人
に
参
観
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
励
み
に
な
り
ま
す
。消防署に「医療機関

案内電話」を設置.ノ
日
時

2
月
日
日
附
(
)
日
日
樹
、

午
前
叩
時

1
午
後
5
時
初
分

場
所

中
地
区
公
民
館

県
社
会
通
信
教
育

受
講
者
研
究
集
会

県
内
の
受
講
者
や
新
た
に
受
講

を
希
望
す
る
人
々
が
一
堂
に
会
し
、

面
接
学
習
を
と
お
し
て
諸
問
題
の

解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
お
互
い

に
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
学
ぶ
「
仲

間
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

日
時

2
月
3
日
側
、
午
前
日
時

1
午
後
4
時

ω分

場
所

長
崎
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー

内
容

講
演
、
講
座
ほ
か

講
演
:
・
「
趣
味
と
人
生
」

N
H
K
長
崎
放
送
局
副
局
長

湯
川
賛
平
氏

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

県
教
育
庁
生
涯
学

習
課
(
宮
県
庁
内
⑮
3
3
6
4
)

合⑧81 9 9 (大村消防署)

急病やケガの時などで、救急車

を呼ぶまでもないが、最寄りの医

療機関をお知りになりたい時にご

利用ください。

運
転
者
特
別
講
習
会

日
時

2
月
9
日
出
、
午
後
1
時

初
分

1
4時

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

講
師

上
田
喜
志
子
先
生
(
元
中

学
校
教
諭
)

演
題

「
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
願

っ
て
」

主
催

大
村
市
交
通
安
全
母
の
会

連
合
会

早

dm
野
山
を
歩

V
Tみ
ま
せ
ん
か

ー
市
民
オ
リ
工
ン
テ
l
リ
ン
グ
大
会

l

期
日

3
月
刊
日
制

※
荒
天
時
は
3
月
刀
日
岡

場
所

横
山
頭

一
帯

種
目
①
A
コ
l
ス

(
7
M
)
1
中
学
生

以
上
②
B
コ
l
ス

(
5
M
)
1
家
族
組

(
成
人
1
人
を
含
む
)

パ
ー
テ
ィ
ー
構
成

1
グ
ル
ー
プ

4
人
以
内
を
原
則
と
し
、

家
族
組

に
は
必
ず
却
歳
以
上
の
人
が
同
行

し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
物

弁
当
、
水
筒
、

赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
雨
具
な
ど

市青年団結成40周年を迎え、盛

りだ くさ んの内容で楽しい 1日を

演出します。

日時 2月10日(日)、午前10時から

場所 市コミセン

内容 演劇、コーラス、バザー、

ガレージセーノレなど。

※入場無料 (お気軽にお出かけく

だ さし:>)

‘ -::~. 

集
合

横
山
頭
グ
ラ
ン
ド
(
横
山

頭
バ
ス
停
留
所
)

受
け
付
け

午
前
8
時
初
分

1
9

時ス
タ
ー
ト

午
前
9
時
ぬ
分
(
解

散
予
定
・
・・
午
後
1
時
)

申
込
方
法

参
加
料
(
保
険
料
を

含
む
)
高
校
生
以
上
4
0
0
円、

中
学
生
以
下
(
幼
児
含
む
)
2
0

0
円
を
添
え
体
育
課
へ
。

※
申
込
用
紙
は
体
育
課
、
各
小

・

中
学
校
に
あ
り
ま
す
。

締
め
切
り

2
月
幻
日
附

一 13-



隠
し
吻
今

公
立
学
校

臨
時
的
任
用
教
員

事
務
職
員
な
ど

内
容

教
昌
(
(
常
勤
講
師

・
非
常

勤
講
師
)
養
護
助
教
諭

・
栄
養
職

員

・
事
務
職
員

・
実
習
助
手

・
寮

母
・

船
員

免
許
資
格

・
常
勤
講
師

・
非
常
勤
講
師
:
希

望
校
種
の
教
諭
免
許
状
所
有
者

・
養
護
助
教
諭

養
護
教
諭
の
免

許
状
所
有
者

・
栄
養
職
員
栄
養
士
の
免
許
状

所
有
者

-
事
務
職
員
・実
習
聞
手
・
寮
白
・

船
員
・・
・
免
許
状
不
要

『女性(のためのj職場見学会
参加者lまじゅう
二思いきって働いてみませんか=

勤
務
条
件

学
歴
、

経
験
年
数
等

に
よ
り
給
料
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

給
料

・
諸
手
当
は
正
式
任
用
者

に
準
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
非
常
勤
講
師
に
つ
い
て
は
、
週

μ
時
間
を
限
度
と
し
、
長
期
休
業

中
を
除
く
年
初
週
程
度
と
し
ま
す
0

.
勤
務
時
間
数
に
応
じ
て
1
時
間

当
た
り
2
1
0
0
円
の
報
酬
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

・
通
勤
手
当
は

1
日
1
0
0
0
円

を
限
度
と
し
て
実
費
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

応
募
手
続

志
願
者
は
、
最
寄
り

の
教
育
事
務
所
ま
た
は
、
市
教
育

委
員
会
に
志
願
書
を
請
求
の
う
え
、

左
記
へ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

①
県
立
学
校
志
願
者
・
・
:
:
教
職
員

課
県
立
学
校
人
事
班
へ

②
小
学
校

・
中
学
校
志
願
者
:
:
:

各
教
育
事
務
所
へ

※
願
書
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

は
、
封
筒
に
「
臨
時
的
任
用
教
員

等
願
書
請
求
」
と
朱
書
し
、
臼
円

切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒

(
定
型
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
)

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

長
崎
県
第

7
団
団
員

資
格
も
可
)

定
員

若
干
名

締
め
切
り

2
月
初
日
附

小
学
生
女
子

(新
入
学
児

『働きたいけど、家事や育児も大切。無理

なく両立できる職場があれば ・・ ・』 と思っ

ている女性は多いのではないでしょうか。そ

こでハローワーク大村では、「第一回女性のた

めの職場見学会」を企画しました。

まずはどんな職場か、自分の目で見て感じ

て ください。

職場見学会日程・2月12日(火) A (縫製業) 松山町・2月13日(水) B (電子部品製造業)福重町
・2月14日休) c (紡績業) 富の原町・2月15日陰J D (縫製業) 森園町
集合場所 午前 9時40分までに、ハローワー

ク大村(大村公共職業安定所)へ

※見学会は午前10時----12時(昼食付)

申込締め切り 2月 7日休)

※定員 (1企業30人)になり次第締め切りま

す。

申し込み・問い合わせ ハローワーク大村(=

大村公共職業安定所E⑫2101)

勤務時間は相談に応じます

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
、
住
所

・

氏
名

・
保
護
者
名

・
学
校
名

・
学

年

・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

説
明
会
の
日
時
は
、
後
日
連
絡

し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

加
島

澄
子

(乾
馬
場
町
8
3
0
1
2
2

⑫
2
8
0
9
)
 

職

業

訓

練

生

科
目

自
動
車
整
備
、
機
械
、
電

気
工
事
、
総
合
建
築
、
溶
接
、
縫

製
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
配
管
、
塗
装

応
募
資
格

機
械
、
電
気
工
事
、

自
動
車
整
備
は
高
卒
以
上
程
度
、

そ
の
ほ
か
は
中
卒
以
上

訓
練
期
間

1
年
(
た
だ
し
自
動

車
整
備
、
総
合
建
築
は
2
年
)

募
集
人
員

各
科
と
も
定
員
初
人

程
度
(
普
通
課
程
1
次
合
格
者
若

紙をご利用ください求人情
市役所玄関ロビー、

大村郵便局、パスター

ミナルなど 6か所に、

求人情報紙「あ ・ら ・

もーど」が設置されて

います。男・女を問いま

せん。 お気軽にご利用

くアごさし〉。

干
あ
り
)

募
集
期
間
・

2
次
募
集

1
日
樹
j
お
日
嗣

-
3
次
募
集

3
月
ロ
日
川

wi
n

日
幽
そ
の
他

授
業
料
は
無
料
、
寮
の

設
置
、
通
校

・
訓
練
手
当
、
雇
用

保
険
の
延
長
な
ど
の
特
典
あ
り

※
詳
し
く
は
、
長
崎
高
等
職
業
訓

練
校

(2
0
9
5
8⑮
8
1
5
1
)

ま
た
は
、
大
村
公
共
職
業
安
定
所

(宮
⑨
2
1
0
1
)

へ

公
正
取
引
委
員
会

消
費
者
モ
ニ
タ
ー

資
格

別
歳
以
上
の
人

申
込
期
限

2
月
初
日
附

※
詳
し
く
は
、
公
正
取
引
委
員
会

事
務
局
福
岡
地
方
事
務
所

(福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
8
0
9

2
・
削

・
5
8
8
1
)

へ
2 
月

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受

講

生

-14 

H
3
月コ
ー
ス
H

内
容

・

ワ
ー
プ
ロ
講
座
ご
太

郎
)

・
J
I
S
検
定
炭
酸
ガ
ス

ア
l
ク
溶
接
中
板
(
実
技
)

・
J

I
S
検
定

T
I
G
溶
接

・
3
級

シ
ャ
シ
整
備
士
受
験
準
備
講
習
・

2
級
ガ
ソ
リ
ン
整
備
士
受
験
準
備

講
習
・
コ
ボ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

・
マ
イ
コ
ン
入
門
(
ア
セ
ン
ブ
リ

言
語
入
門
)

・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ブ

ロ
ッ
ク
型
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
コ
ン

ト
ロ

ー
ラ
ー
制
御
・
木
造
家
屋
建

設
工
事
の
作
業
主
任
者
講
習

申
込
期
間

2
月
1
日
樹
()
初
日

附申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
諌
早

市
小
船
越
町
宮
⑫
2
7
2
1
)

市嘗住宅入居者募集
種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

1 竹 中公 2 2K-3K 7，200 -12，000 

手重 池 田 2 3DK 15，500 

竹 松 1 2K 6，400 

2 池 田 3 3 K ~3DK 8，400-12，000 

駅 月1] 1 2K 6，500 

旭 2 2K 6，500-6，700 

種 松並第一 l 3DK 23，300 

久原第二 1 3DK 15，500 

申込期間 2月 4日(月)- 9日(土)

申 し込み ・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があ ります。



M
川

U
H
V
h
n

学

園

の

教

育

通
V
高
等
学
校
普
通
科
コ
ー
ス

3
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
が

取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
間

2
月
1
日
幽
1
4
月

日
日
間

V
高
等
学
校
選
科
生
コ
ー
ス

希
望
科
目
を
学
習
し
て
、
単
位

が
取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
間

2
月
1
日
働
1
4
月

日
日
間

V
高
等
学
校
専
攻
科
(
コ
ミ
ユ
一
一

テ
イ
・
ス
ク
ー
ル
)
社
会
福
祉
コ

ー
ス高
校
卒
業
後
、

2
年
間
の
学
習

で
「

N
H
K
学
園
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
認
定
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

申
込
期
間

2
月
1
日
幽
1
4
月

5
日
幽
詳
し
い
案
内
書
ご
希
望
の
人
は
、

N
H
K
学
園
八

E
十
一

係

(
一T
附

j
旧
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
2

1
お
2
0
4
2
5
③
3
1
5
1
)

へ
、
コ

l
ス
名
お
よ
び
あ
な
た
の

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
ハ
ガ
キ
に
記
入
し
て
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

案
内
書
は
無
料
で
す
。

参ち 室

aag Z 
者こ 与
探 出
険 堅
学 芸
校重

広報おおむら平成3年 2月号

期
間

3
月
お
日
同
1
4
月
2
日

ω

(
7
泊
8
日
)

場
所

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

主
な
内
容

イ
カ
ダ
を
作
っ
て
珊

瑚
礁
の
海
へ
、
島
内
探
険
、

ハ
ー

レ
l
船
大
会
、
さ
と
う
き
び
か
ら

さ
と
う
作
り
、
特
別
サ
パ
イ
パ
ル

コ
l
ス
な
ど

申
込
方
法

3
月
8
日
悩
ま
で
に

参
加
申
込
書
、
健
康
ノ

l
ト
を
記

載
し
、
保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

間
国
際
青
少
年
研
修
協
会
(
干
則

東
京
都
新
宿
区
四
谷
2
1
1
大
村

ヨ
ロ
ン

ビ
ル
3
階
8
m
1
3
3
5
9
1
8

ご
寄
伺

a"がと
う
ご
帯
、
h
v

ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

三
浦
保
育
園
へ

V
浜
田
義
信
(
溝
陸
町
)
叩
万
円

萱
瀬
保
育
園
へ

V
山
道
茂
雄
(
宮
代
町
)
3
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
藤
枝
茂
(
荒
平
町
)
叩
万
円

V
今
泉
進
(
東
京
都
昭
島
市
)
3

万
円
V
式
守
八
重
子
(
諏
訪

一
丁
目
)

5
万
円

V
田
中
猛
(
松
山
町
)
3
万
円

V
盛
田
ス
ミ
コ
(
武
部
町
)
3
万
円

V
永
田

一
士口
(
向
木
場
町
)
5
万
円

V

一
瀬
シ
ヅ
エ
(
久
原
2
丁
目
)
叩

万
円

。

一
般
寄
付

文
化
会
館
建
設
基
金
へ

V
カ
ト
レ
ア
コ

ー
ラ
ス

l
m
万
円

清
和
園
へ

V
大
琴
の
会
H
H
大
正
琴
慰
問

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

マ
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・岩
井
勝
・

中
島
松

一・

末
永
辰
夫

・
田
尻
義

彦
)
理
容
奉
仕

V
大
村
園
芸
高
校

l
奉
仕

V
式
守
八
重
子
(
諏
訪
1
丁
目
)

車
椅
子
1
台

V
日
本
た
ば
こ
産
業
附
H
H
た
ば
こ

V
芳
文
会

l
慰
問

(
敬
称
略
)

文
化
基
金
へ

V
奏
月
流
大
正
琴
大
村
奏
月
会

1

2
万
円

V
大
村
市
茶
道
連
合
会
H
H
2

万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
十
八
銀
行
大
村
支
庖

l
4
万
2

千
6
2
9
円

慈
恵
荘
へ

V
今
泉
進

(東
京
都
昭
島
市
)

3
万
円

V
永
田

一
吉
(
向
木
場
町
)
叩
万
円

V
藤
枝
茂
(
荒
平
町
)
叩
万
円

V
板
橋
養
鶏
場
H
H
冷
凍
卵

V
新
寿
司
H
H
に
ぎ
り
寿
司

V
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
野
菜

V
村
下
冷
凍

(諌
早
市
目
代
町
)

ケ
ー
キ

V
日
本
た
ば
こ
産
業
附
H
H
タ
バ
コ

V
萱
瀬
保
育
園

1
ジ
ュ
ー
ス
・
奉

仕V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
H
H
ま
ん

じ
ゅ
う

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

V
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
支
部
1
1
万
円

三
彩
の
里
へ

V
附
セ
シ

l
ル
l
衣
類

V
橋
田
理
髪
庖

(西
彼
時
津
町
)

理
髪
奉
仕

V
大
村
市
地
区
労
働
者
協
議
会
ー

も
ち
米

・
み
か
ん

・
奉
仕

大
村
子
供
の
家
へ

V
天
見
伊
佐
夫
(
久
原
1
丁
目
)

2
万
5
千
円

V
桝
本
幸
(
大
川
田
町
)

1
万
円

V
松
尾
昭
三

(寿
古
町
)
1
万
円

V
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
支
部
1
2
万
円

V
大
村
地
区
同
盟
1
2
万
1
1
1

円V
大
村
ロ

i
タ

i
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

l
i斗
リ
U

同
刊
4

1
1
目
先
日
ド

V
橋
口
医
院

1
米

V
閣
法
寺
信
徒

一
同

l
米

V
九
州
電
力
労
組
大
村
分
会
青
年

部

1
も
ち
つ
き
ほ
か

V
十
人
会

1
野
菜

V
黒
木
医
院
H
H
図
書

V
陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
屯
地
H
H
招

待
ほ
か

V
林
田
佐
重
喜
(苦
川
瀬
町
)
ケ
ー
キ

V
第
一
印
刷
側

1
ケ
ー
キ

V
大
塚
博
美
(
協
和
町
)
ケ
ー
キ

マ
あ
ず
み
野

・
サ
ロ
ン
ド
サ
ワ
・

白
樺

・
天
味

l
美
術
全
集

V
山
道
医
院
H
H
ケ
i
キ

V
佐
々
木
良
一

(富
の
原
2
丁
目
)

1
万
円
ほ
か

V
山
口
邦
一

(松
並
2
丁
目
)

1

万
円
ほ
か

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

泉
の
里
へ

マ
永
田
耕
輔
(
西
本
町
)
叩
万
円

V
川
口
千
代
(
古
賀
島
町
)
毛
糸
・

帽
子
V
竹
松
地
区
老
人
会
H
H
タ
オ
ル

・

菓
子
・

慰
問

V
大
村
部
隊
音
楽
隊

l
慰
問

V
藤
間
繁
千
歌
一
行

(諌
早
市
)

占

1
U
Rリ

尿
同
什
い
V
か
つ
ら
会
1
5
千
円

V
松
尾
末
男
(
武
留
路
町
)
も
ち
米

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
藤
間
勘
己
満
一

行
H
H
慰
問

・
タ

オ
ル

・
石
け
ん

V
鈴
木

・
和
田
・

好
田
・
平

・
井

手
理
容
院

l
奉
仕

V
大
川
田
老
人
会

l
奉
仕

V
日
本
た
ば
こ
産
業
側

l
タ
バ
コ

V
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
支
部
1
1
万
円

V
松
尾
栄
次
(
徳
泉
川
内
町
)
み

か
ん
V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
H
H
ま
ん

じ
ゅ
λ
ノ

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

V
大
村
地
区
同
盟
1
2
万
1
1
1

円V
板
橋
養
鶏
場

l
冷
凍
卵

V
栗
鷹
物
産

l
ケ
ー
キ

V
山
道
医
院

l
ケ
ー
キ

V
第

一
印
刷
附

l
ケ
ー
キ

V
ア
ト
リ
エ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

1
ケ

ー
キ
V
黒
木
医
院
H
H
み
か
ん

・
図
書

V
寿
々
木
松
子

l
m
万
円

V
光
陽
会
H
H
慰
問

・
ヱ

マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト

V
コ
ー
ル
あ
じ
さ
い
H
H
慰
問

光
と
緑
の
園
乳
児
院
へ

V
森
永
乳
業
側
諌
早
営
業
所
H
H
ベ

ビ
i
フ
l
ド

V
海
江
田
医
院
止
果
子

V
コ

i
ル
あ
じ
さ
い

l
5
千
円
・

玩
具
V
黒
木
医
院

l
図
書

15-



鹿カレC，qm2月

2
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
納
期
で
す
。

(納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

(
8期
)

明日の親のだめの教室(1) オ歳6か月児健康診査

4日 市コミセン 13:00-16:00 15日 市コミセン ⑧13: 00-13: 30 

(金) 成人の健康相談 福祉センター②13:00-15:00 (愈
@渇・..8日制 と同じ

⑪40歳以上⑮血圧測定 ・ み そ 汁の塩分濃度 ;~IJ定か
成人の健康相談 福祉センター 13 : 00 -1 S : 00 

@⑪…1日(針〉同 じ

3日 当番医
16日 耳とことばの相談 福祉センター 13:00-15:00

(内)岡内科医院束三城町 宮② 3000 (土)
(日)
(耳)海江田医院東本町 宮@ 332 9 当番医17日

(内)吉田内科クリニ ック 本町 宮@ 1177 

安産教室 市役所 9:30-11 :00 ②9:30まで (日) (外・1工)山道医院桜馬場 2丁目 宮③2305

4日 ⑮母子健康手帳、ズボン 乳幼児健康相談 竹松出張所
(月) 一般健康相談 市役所 13:00-16:00 18日

②9:30-11:00 13:30-15:00 
⑪血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定ほか (月) ⑮離乳食教室 10・30-15:00

5 (日火) 乳幼児健康相談 松原出張所②13:30-15 :00 1 9 (日火) 乳却児健康相談 萱i頼出張所⑧9:30-11 :00 

68 明日の親のだめの教室(2) 20日 明巴の親のための教室岡)
(水) 市コミセン 13 : 00 -16 : 00 (水) 市コミセン 13 :00-16・。。

T歳6か月児健康診査 3歳児健康診宣 大付保健所

市コミセン ⑤13: 00-13: 30 ②9:30-10:00 13:00-13:30 

8日 ⑪平成元年 7月生まれ (平成元年 2月-6月
21日 ⑪昭和62年8月生まJL(62年 2月-7月生ま

(金) 生まれで、まだ受けていない人も受診してく (本) れで、まだ受けていない人も受診して くださ

だきL、〉
し、 ) ⑪母子健康手帳、問診票

⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
定期巡回献血 市役所 9:30-12 :00 

鈎児教室 (おロの健康と食生活〉

10日 当番医
市コミ セン @)9:4S-10:00 

内・1千 日 計f内科ク 1)ニァク杭出津2丁目 色@5000 22日 ⑪昭和63年8月-9月生まれ
(日)
(耳¥山口耳鼻咽喉科医院東本町 宮②2706 (金) ③母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル、コ yプ

明日の親のための教室(5)

11日 当番医
市コミセン 18: 30 -20: 30 

(月・祝)
(内)早田内科医院竹松本町 宮③ 3530 24日 当番医
(眼)みね眼科東本町 宮⑪ 3011 (内・消)南野内科消化器科医院東三城町 宮③3731

(日) (耳)わたなべ耳鼻咽喉科杭出津2丁目 包②2003

12日 乳却児健康相談 市コミセン 27日⑧9:30-11:00 13:30-15:00 明日の親のための教室(6)

(火)
⑪…離乳食教室 10 :30-15 :00 (水) 市コミセン 13 : 00 -16 : 00 

28日
13日 明日の親のだめの教室(3) 機能訓練根気の会 市コミ セン 10 : 00 -13 : 00 

(木)
(水) 市コ ミセン 13:00-16:00 

略号の説明 ⑪…対象 ⑧...受け付け ⑮一内容

14日 機能訓練根気の会 福祉センタ- 13:30-15:30 ⑮...持ってくるもの

(木) 当番医の診療時間 9 :00-18 :00 
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